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平成２８関東東海北陸農業試験研究推進会議 

水田作畑作作業技術部会 開催案内 

 

関東東海北陸農業試験研究推進会議・水田作畑作作業技術部会 

                  部会長   大下泰生 

 
  テーマ 「野菜を基幹とする畑輪作地帯の現状と展望 － 作業技術面からの考察」 
 
１．趣旨 

 農業産出額が全国４位の千葉県では、ニンジンやイモ類を中心とする畑輪作が広く行われてい

る。一方で、市場のニーズに応える形で果菜類などの園芸作物や花きの導入にも積極的で、産地

規模拡大に向けて新たな栽培技術や省力化技術の導入が現在も進められている。 
 そこで、千葉県における野菜を基幹とする畑輪作農業を対象とし、作業技術面での課題を中心

として現地検討と情報交換を行うとともに、課題解決に向けた研究の方向性を検討する。 
 
２．日程 

12 月 1 日（木） 
 12:30 京成成田駅東口集合（別図参照） 
 13:00 丸朝園芸農業協同組合 到着 
  ニンジン収穫作業見学 
  ニンジン・トマト選果施設「ビッグサン」見学 
  意見交換 
 16:00 地域で特徴的な作目の現地視察（調整中） 
 17:00 現地出発 
 17:45 京成成田駅東口到着 
 18:30 情報交換会 （JR・京成成田駅近くを予定。予定会費 5,000 円） 
 
12 月 2 日（金） 会場：成田市商工会議所会議室（成田市花崎町 736-62、別図参照） 
 9:00 開会・挨拶 
 9:15 話題提供 
 ①千葉県野菜産地の現状と技術的課題（千葉県担い手支援課専門普及指導室 多田一夫） 
 ②地域の特徴的作目の動向（千葉県山武農業事務改良普及課 若梅 均） 
 ③ニンジンの新しい栽培技術（千葉農林総合研究センター水稲畑地園芸研究所 高野幸成） 
 ④関連する地域戦略プロの紹介（千葉農林総合研究センター水稲畑地園芸研究所 草川知行） 
 11:00 各県からの要望事項の検討、その他 
 12:00 閉会 
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３．資料の提出について 

(1) 提出書類 
 水田作・畑作・野菜作等に関する作業技術上の現状と課題、およびそれへの対応 
 様式は問いません 
(2) 提出期限および提出方法 
 資料は PDF ファイルで１１月２５日（金）までにメール添付で事務局へご提出下さい。 
 
４．参加申し込み 

 参加希望者は、組織毎にとりまとめの上、別紙３により１１月１１日（金）までにメール添付

で事務局へお申し込みください。 
 なお、宿泊についてはお手数ですが、各自でご手配ください。 
 
【事務局】 

 〒305-8666 茨城県つくば市観音台 2-1-18 
 農業・食品産業技術総合研究機構 中央農業研究センター 
 生産体系研究領域 深山大介 
  Tel：029-838-8851 
  E-mail：dai@affrc.go.jp 
 
【1 日目集合場所・2 日目会議室】 

 


